
令和４年４月 

学校の部活動に係る活動方針 

静岡県立沼津工業高等学校 

 

１ 教育目標の位置付け 

教 育 目 標 
健やかでたくましい心身と豊かな人間性を備えた人材の

育成をする 

目標具現化の柱 

○基本的な生活習慣の確立、並びにたくましく生きるた

めの健康や体力の増進を図る 

○部活動や学校行事等を充実させるとともに、業務の効

率化を図り、活力に溢れ魅力ある学校教育を推進する。 

 

 

２ 部活動の活動方針 

区    分 目   標 

成 果 目 標 
○各部の掲げた目標を半数以上の部が達成する 

〇部活動に意欲的に取組んでいる生徒の割合 80％以上 

効率的・効果的な

活動の取組 

○週当たり２日の休養日を設ける（平日 1 日、週休日

１日）ことを基本とする。 

○年間の休養日は原則１００日程度とする。 

○平日の活動時間は長くても３時間程度とし、午後 7

時 30分を完全下校とする 

○週休日の活動時間は原則４時間程度とする。 

 

※運用上の留意点 

・活動日数や時間は、試合期等でまとまった練習等の時間が必要な場合など、

状況により柔軟な対応を可能とする。 

活動日数は試合期に多めに活動した場合は、年間を通して調整することがで

きる。また活動時間は、対外試合や外部指導者等の関係で長くなることもあ

る。 

ただし、活動日数や活動時間を変更する場合は、あらかじめ校長の了解を取

り、適切に保護者や生徒等に周知する。 

 

・定期テスト１週間前から、部活動自粛期間とする。公式戦（準公式戦）を控

える部については、あらかじめ校長の了解を取ることで、部活動が許可され

る場合がある。 

 

 

 



３ 令和４年度 設置部活動 

運動部 文化部 

陸上競技 

水泳 

バレーボール 

バスケットボール 

ソフトテニス 

テニス 

サッカー 

卓球 

ラグビー 

バドミントン 

剣道 

山岳 

ボート 

野球 

レスリング 

美術 

科学 

吹奏楽 

軽音 

ロボット制御 

囲碁・将棋 

建築研究 

テクノクリエイション 

家庭（3 年生のみ） 

電子研究 

 


